
ストレージシステムの設計やテストを担当した

さくらインターネット研究所 上級研究員の大久

保修一氏が重視したのは、性能を担保すること

でした。これを実現するため、当初NFSストレー

ジをベースにした複雑な構成を変え、iSCSIによ

るシンプルなシステムに作り直し、ストレージの

持つ性能相応のレスポンスをユーザーにきちん

と返せるよう設計しました。

また、「ユーザーごとの割り当て帯域を考えると、

そこまで多くは収容できません。帯域と容量の

バランスを取るため、HDD搭載数を絞る必要が

ありました」（大久保氏）ことから、「ローエンドモ

デルを商用クラウド環境で使う」ことを選択。コ

ストパフォーマンスが高く、シンプルで堅実なス

トレージを求めた結果、最終的に導入に至った

のがNECの「iStorage M300」でした。

iStorage M300は、高性能・高信頼と使いやす

さを両立したNECのローエンドストレージです。

インターフェースとしてFC（8Gbps）やiSCSI

（1/10Gbps）、SAS（6Gbps）などを搭載するほ

か、SANとNASを統合し、ユニファイドストレー

さくらのクラウドは、さくらインターネット様の

IaaS（Infrastructure as a Service）型パブ

リッククラウドサービス。2011年11月、省エネと

コストパフォーマンスを追求した石狩データセ

ンターのオープンと同時に発表されたサービス

です。簡単操作のコントロールパネルから、CPU

とメモリを自由に組み合わせて仮想サーバを

構築。作ったサーバとストレージを自由に接続し

たり、サーバ同士をつなげてネットワーク化する

ことで、自分だけの仮想データセンターを構築

できます。

さくらのクラウドのプロジェクトが立ち上がっ

たのは、サービス開始から約半年前。同社代表

取締役社長の田中邦裕氏からプロジェクトを

任されたさくらインターネット研究所所長の

鷲北賢氏は、「さくらのVPS（Virtual Private 

Server）で仮想サービスに手ごたえを感じてい

たこともあり、『次はクラウドにチャレンジしよ

う』とプロジェクトが発足しました」と振り返っ

ています。

ジとして活用できる“NASオプション”も用意さ

れています。低消費電力プロセッサや80 PLUS 

GOLDの高効率電源の採用、40℃動作やHVDC

への対応など、データセンターで必須となる省電

力化に関しても注力しています。

今回、さくらインターネット様がストレージに対

して行なった検証は、とにかくI/Oの限界まで

チャレンジするというローエンドモデルには厳

しい内容でした。「カタログスペック通りになら

ないのは、ストレージも同じ。ですから、iSCSIの

セッションを性能限界以上に張って、100%を

超えるI/O負荷でテストしました。あわせて、複数

のセッションを頻繁にログイン／ログアウトし

I/Oの落ち込みが発生しないか、コントローラや

ディスク、SASケーブルを突然抜去した時の挙

動、フォーマット処理やリビルド時、スナップ

ショット取得時の性能劣化度合いなどの確認も

行いました」（大久保氏）とのことで、検証条件に

妥協は一切ありませんでした。

実際、こうしたタフな負荷をストレージにかける

ことで、競合ベンダー含め、性能限界に近づくと

不安定な挙動を示すこともあったようです。それ

にも関わらず、同社がiStorage M300を採用し

たのは、NECのサポートのレスポンスが非常に

よかったからにほかなりません。大久保氏は、

「問題が出た段階で、柔軟に対応してくれます。

どんなリクエストに対しても、絶対に音を上げま

せんでした。これも製品を自社開発し、ソース

コード自体を保有しているからこそ対応できる

のだと思います。安心感が全然違います」とNEC

を高く評価しています。

また、iStorage M300の選定では、性能面や

NECのレスポンスの速さ、安定性に加え、機能

面では論理ボリューム管理を柔軟に行える「アド

バンスダイナミックプール」や「シンプロビジョ

ニング」の機能も大きかったようです。大久保

氏は、「競合ベンダーのストレージでは、論理ボ

リュームがサポートされていませんでした。ユー

ザーにボリュームを切り出すのに、わざわざ物

理ブロックの管理まではできないので、論理ボ

リューム管理の機能は必須でした。もちろん

iStorage M300は論理ボリュームが増えても、

パフォーマンスが落ちませんでした」と評価して

います。

クラウドサービスのストレージシステムを開発

するにあたって特に重視したのは、安定した性能

でした。クラウドサービスでは、複数の仮想マシ

ンでストレージを共有します。そのため、スト

レージ自体に高い性能と安定性が必要になるの

です。もちろん、商用サービスなので、信頼性は

必須で、データの損失も絶対に避けなければな

りません。また、容量も大きな要件。アクセス速

度が低速なハードディスクを前提とした場合、性

能面のみを求めると、価格や容量の面でバラン

スがとれないことも多いからです。

さくらのクラウドのストレージシステム構築にお

いては、こうした要件を確実に満たす各種の設

定や製品選定が重要でした。同社は当初、他ベン

ダーのNFSストレージを導入していましたが、

サービスの設計・開発期間が短く、また予想以上

の加入申込みがあったため、2011年11月のサー

ビス開始以降、安定運用に向けてかなりの試行

錯誤が続きました。

このような状況が続くことは、安定したサービス

提供を行うべきサービス事業者としては許され

ません。そこで、さくらのクラウドでは、性能と

安定性を最優先にしたストレージへと大幅な

見直しを行いました。
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導入前の課題

3ヶ月におよぶ検証作業の結果、さくらインター

ネット様は2012年8月末にiStorage M300の

導入を決定。10数台を石狩データセンターにあ

るさくらのクラウドの本番環境に配備しました。

ストレージとスイッチ間はボトルネックにならな

い広帯域を確保。また、サーバとコントローラは

冗長化されたマルチパスとなっており、高い耐障

害性を実現しています。

現在もNECの手厚いサポートもあり、商用環境

で問題なく安定稼働しています。鷲北氏は、「加

入者もこれまでのところ順調に推移しています。

サービスレベルもきちんと担保できるようにな

りました」と評価。厳しい検証を経てサービス自

体に性能と安定性をもたらしたiStorageの導

入効果はきわめて大きかったと言えるでしょう。

VPSで手応え！
次の仮想サービスはクラウド

クラウドサービスのストレージは
性能と安定性が重要

性能と安定性が決め手。パブリッククラウドの基盤となるストレージに
「iStorage M300」を導入

1999年の設立以来、法人向けのホスティングやレンタルサーバなどのサービスを手がけてきたさくらインターネット

株式会社様（以下、さくらインターネット様）。石狩データセンターにおける「さくらのクラウド」のストレージシステムを

構築するにあたり、高い性能と安定性を重視した質実剛健なストレージを求めていました。厳しい検証の結果、選定され

たのはNECのユニファイドストレージ「iStorage M300」でした。

国内最大級の「石狩データセンター」
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導入後の成果
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クラウドならではの要件から
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